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１．	 日本スポーツ社会学会第 27 回大会実施要項 

 
１．開催期間 
	 	 2018年 3月 17日（土）・18日（日） 
 
２．会 	 場 
	 	 順天堂大学	 本郷・お茶の水キャンパス	 第 2教育棟（国際教養学部） 
	 	 〒113-0033	 東京都文京区本郷 2-4-4 
○	アクセス方法 
	 http://www.juntendo.ac.jp/ila/department/campus.html 

JR中央線・総武線	 御茶の水駅（御茶ノ水橋口下車）および水道橋駅 
東京メトロ丸の内線	 御茶ノ水駅から徒歩 10分 

○	宿泊関係・・・・宿泊の斡旋はしておりません。 
 
３．主	 	 催 
	 日本スポーツ社会学会	 http://www.jsss.jp/ 
 
４．日	 	 程（案） 

 9:00    10:00     11:00     12:00    13:00     14:00    15:00      16:00    17:00    18:00 

           

 

17 

日 

 

 

受

付 

学生企画シンポジウム 

10：30—12：30 

 

 一般発表 A 

13:00-15:00 

国際交流委員会

企画 

15:10-17:10 

学会総会 

17:20-18：20 

懇親会 

18:30-  理事会 

10：00〜12：00 

 

 

18 

日 

 

 

 

一般発表 B 

9:00-10:30 

実行委員会 

企画 

10：40-12：00 

 

昼食 

研究委員会企画 

13：00-15：30 

 

 

一般発表 C 

16：00-17：30 

 

 

 
※	ただし、発表演題数、企画シンポジウム等の都合により変更になる場合があります。 
※	実行委員会企画講演、学会シンポジウム等については、詳細が決定次第、HP に掲載致します。 
※	実行委員会企画は、NHK アナウンサーの大越健介氏をお招きし「オリンピックのレガシーとは
何か〜アテネ、ロンドン、リオの取材を通して考えたこと」のテーマを予定しています。 

 
○	懇親会 

	 日時：	 3月 17日（土）	 18：30〜 
	 会場：	 東京ガーデンパレス	 ３F	 白鳳	 ※ 会場から徒歩 5分 
	 会費：	 5,000円（学生会員 4,000円） 
 
５．大会までの主なスケジュール（☆締め切りを延長いたしました） 

事	 項 締切日 
一般研究発表申込 	 2017年 12月 22日（金） →2018年 1月	 5日（金） 
大会参加早期申込（早割） 	 2018年	 1月 23日（火）	  →2018年 1月 31日（水） 
一般研究発表抄録提出締切 	 2018年	 1月 29日（月）	  →2018年 2月	 5日（月） 
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６．大会参加申し込み 
	 日本スポーツ社会学会第 27回大会ホームページ（http://www.jsss.jp/）の「参加申込」ページか
ら、その指示に従って必要事項を記入の上、送信してください。参加費の早期割引を受けるために

は、ホームページ上の「申し込み手続き」及び「入金」がともに、2018年 1月 31日（水）までに
完了していることが必要です。 
 
【参加申込先】	 第 27回大会ホームページ（http://www.jsss.jp/） 
【参加費】	 参加申込みと同時に、ゆうちょ銀行または郵便振替票にて、大会参加費を大会実行委

員会口座までご送金ください。 
☆	早割：2018年 1月 31日（水）まで 
正会員  11,000円（懇親会不参加の 
場合 6,000円） 
学生会員 7,000円（懇親会不参加の場合 3,000円） 

★	通常：2018年 2月 1日（木）以降 
正会員  12,000円（懇親会不参加の場合 7,000円） 
学生会員 8,000円（懇親会不参加の場合 4,000円） 
非会員・一般 13,000円（懇親会不参加の場合 8,000円） 
非会員・学生 9,000円（懇親会不参加の場合 5,000円） 

 
参加費振込先	 ※ 下記二つから選ぶことができます 
①	総合口座	 10550-81677021	 店名 058	 （市川三本松郵便局） 
（ゆうちょ銀行口座をお持ちの方はこちらが便利です。旧ぱるる口座） 

②	振替口座	 00270-1-104438（他行から払い込みをされる方はこちらがお得です） 
口座名称（①②とも同じ）	 「日本スポーツ社会学会２７回大会実行委員会」 
 

※	口座名称について、ゆうちょ銀行の規定で、20文字の制限がありますので、「第 27回大会」で
はなく「27回大会」になっておりますので、ご注意ください。 

 
７．一般研究発表申し込み 
（１）発表申込締切日	 	 2018年 1月 5日（金）（締め切りを延長いたしました） 
大会ホームページ（http://www.jsss.jp/）の発表申込みページから、その指示に従って必要事項を記
入し、送信していただくことで、発表申込みができます。 
	 発表内容については、上記ホームページの該当箇所に、1200～1600 字程度（英文の場合は 300
ワード程度）の概要を記入し、送信してください。 
 
（２）一般研究発表の資格に関する注意事項 
	 「日本スポーツ社会学会大会開催に関する規定」第 5条による、一般研究の発表者の資格は以下
の通りです。 
	 １） 発表者および共同研究者は、日本スポーツ社会学会会員であること。 
	 ２） 発表者および共同研究者は、その年の年会費を納めていること。 
	 ３） 発表者は大会参加費を納めていること。 
	 ４） 大会に参加しない共同研究者は、大会参加費を納める必要がないこと。 
 
※	発表者は、「年会費」「大会参加費」の納入についてご確認ください。未納の場合は発表できませ
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ん。納入の確認が必要な場合、年会費については学会事務局へ、大会参加費については学会大会

実行委員会へ、お問い合わせください。 
	 	 学会事務局メールアドレス	 jsssjimukyoku@gmail.com 
	 	 学会大会実行委員会メールアドレス	 t-watari@juntendo.ac.jp（順天堂大学	 渡	 正） 
 
	 （３）発表抄録原稿の提出締切日	 	 2018年 2月 5日（月） 
	 	 発表申込みをしていただいたのち、研究委員会にて審査がおこなわれます。審査を経て、学会

発表が許可されたものについては、発表抄録の原稿を提出していただきます。 
	 	 発表抄録原稿用テンプレートは、大会ＨＰからダウンロードできます。書式を利用するには、

Microsoft Office Word 2007（あるいはそれ以上の年式）が必要です。テンプレートの書式に従って
作成いただいた原稿は、2018年 2月 5日（月）までに、以下のメールアドレス宛に添付ファイル送
信してください。 
	 	 	 発表抄録原稿受付メールアドレス	 t-watari@juntendo.ac.jp 
    ※ 件名には「日本スポーツ社会学会発表抄録」と記載してください。 
 
（４）一般研究発表に関する注意事項 
	 一般研究発表の時間は、発表 20分、質疑応答 10分です。発表の際に必要な機器がある場合（PC、
プロジェクタ、VTR(DVDのみ可)は、発表申込みの際に、当該箇所にその旨を記載して、申し出て
ください。パワーポイントによる発表を希望する方は、USB メモリにデータを持参してください。
当日、発表資料を配付する場合は、各自で 70部以上を持参してください。 
 
８．昼食について 
	 学会大会開催時、キャンパス内の食堂は休業中ですので、大学周辺の飲食店等をご利用ください。 
 
９．学会大会実行委員会について 
実行委員長 北村	 薫（順天堂大学国際教養学部） 
実行副委員長 黒須	 充（順天堂大学スポーツ健康科学部） 
実行委員/会計 渡	 	 正（順天堂大学スポーツ健康科学部） 
 
【大会に関する問い合わせ】 
	 	 	 	 順天堂大学	 渡	 正 
	 	 	 	 〒270-1695 千葉県印西市平賀学園台 1-1 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 順天堂大学スポーツ健康科学部 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 TEL： 0476-98-1001（代表） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Email： t-watari@juntendo.ac.jp 

（なるべく電話ではなく、メールでの問い合わせをお願いします。その際には

件名に【27回スポーツ社会学会大会について】とお入れください） 
 
	

	

	

	

	

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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２．	 今後の研究委員会企画 

 
１）第	26	回大会研究委員会企画	

(1)	研究委員会企画シンポジウム	

タイトル：「スポーツとモニタリング」	

日	時：2018	年	3	月	18	日（日）13:00～15:30	

概	要：	

今年度のテーマは、昨年度の「スポーツと視覚」を発展させたものです。現代生活は、多くの領

域にわたってデジタルテクノロジーによる監視下にありますが、この傾向がとりわけ顕著なのはス

ポーツです。そもそも、「デジタル」の本義に立ち返るなら、スポーツこそ、身体というこの上なく

アナログ（連続的）なものを、勝敗というデジタル（離散的）なものに変換するテクノロジーであ

るといえます。視覚的な客観性は、この変換において重要ですが、直接目には見えない変化、ただ

の一時的なブレにしか見えない変化もあります。モニタリングによるデータベース化は、こうした

ノイズ的な変化にも客観的傾向を浮かび上がらせてしまいます。本シンポジウムでは、試合の場に

おけるビデオ判定という視覚的なモニタリングから、トレーニングの過程におけるより通時的な自

己モニタリング、さらには、この両者のモニタリングを逃れうる身体の可能性まで含めて論ずるこ

とで、スポーツ社会学が一般的な監視社会論に対して発言することを試みます。 
 

研究委員長	 倉島	 哲（関西学院大学）	

	

登壇者（順不同）：	

柏原全孝：甲南女子大学文化社会学部准教授。論文に「判定者について	 :	 審判と判定テクノロジ	 	 	 	 	

ーをめぐる社会学的考察」など。	

大沼義彦：日本女子大学教授。研究テーマはスポーツメガイベントと都市開発だが、今回は、自身	 	 	 	 	

のマラソントレーニングにおけるウェアラブル機器、GPS、携帯電話アプリなどの使用経

験について発表する。	

ベルナール・アンドリュー（Bernard	ANDRIEU）：パリ第五大学教授、身体の技法と問題研究所所長、	 	 	 	 	

フランス語圏スポーツ哲学会会長。著書に『Apprendre	 de	 son	 corps	 :	 Une	 méthode	

émersive	au	CNAC（身体から学ぶ：フランス国立サーカス学校におけるエマーシブな方

法）』など。	

	

(2)	学生企画シンポジウム	

日	 時：	2018 年 3 月 17 日（土）	10:30～12:30	

タイトル：「近代スポーツの果て、あるいはその先を問う」	

司	 会：水出幸輝（関西大学大学院）	

話題提供者（順不同）：	

	 	 小丸超（龍谷大学）	

	 	 浜田雄介（京都産業大学）	

	 	 佐藤彰宣（立命館大学）	

	 	 コメンテーター：調整中	

	

※なお、今回より、学会大会における学生企画を、旧来の「学生フォーラム」にかわり、「学生企

画シンポジウム」の呼称で統一させていただきたいと思います。「学生フォーラム」の呼称は、年
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に数回開催される学生企画の研究会（具体的には、「関東学生フォーラム」および「関西学生フォ

ーラム」）を指すためにも用いられているためです。混乱を避けるための名称の変更について、ご

了解のほどお願いいたします。	

研究委員長	 倉島	 哲（関西学院大学）	

	

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
 

３．	 研究委員会からのセミナー等の報告 

 
2017年度研究委員会主催「第１回公開セミナー」開催報告 
日本スポーツ社会学会研究委員会では、研究活動の活性化の一環として、これまで定例研究会を

行ってきました。今年度からは、スポーツ社会学に関する研究の輪を広げることを意図し、公開セ

ミナーとして装いも新たに、学会員以外にも開かれた研究会となりました。去る 2017年 10月 7日
（土）、立命館大学大阪いばらきキャンパスにおいて、第 1回公開セミナー「先端科学技術とスポー
ツ・社会：スマートウェアによるモニタリングの現状と展望」を開催しました。 
今回は、立命館大学スポーツ健康科学部において

生体医工学やスポーツ工学を専門にされる塩澤成

弘先生をお招きし、科学技術によって生体情報を計

測し、スポーツや運動習慣や生活の改善に活用する

応用科学や事業の現状について講演をいただいた。

このテーマを設定した背景には、インテグリティの

保護と関わって厳格化するドーピング検査をめぐ

る問題や、ランニングウォッチに代表的なウェアラ

ブル端末の浸透、競技での誤審を防止するための判

定の機械化など、科学的な知やテクノロジーの発展、そしてそれとパラレルな「モニタリング」や

「管理」等の進展がスポーツや社会に与える影響をどのように捉えるべきかという問題意識がある。 
セミナー当日は、健康医療・繊維業界と連携し、センサーを埋め込んで「着るだけ」でバイタル

データを計測できるスマートウェアやその生体情報を活用して人びとの運動を誘発し、知らず知ら

ずのうちに健康増進に努める方法やシステムを開発するプロジェクトや、運動やスポーツ中のバイ

タルデータをデジタルアート化し、音楽・芸術分野と運動・スポーツ分野を融合させる等の動向に

ついてお話をいただいた。いずれも、個人の意識やモチベーションを越えたところで、人びとの日

常的な運動・スポーツ習慣を創出したり、運動・スポーツを他領域・産業と節合し生活カルチャー

化する実践であり、例えばアーキテクチャや監視といった権力論の議論とも重なる興味深い現象だ

ろう。 
残念ながら、セミナーへの参加者は少なかったが、そのぶんフロアとのあいだで自由な意見交換

をすることができた。そこでは、客観的数値やデータは世間で思われているほど指導やトレーニン

グ、戦術方法の開発といったかたちで現場指導に使われていないことや、個人の意識や思考を越え

たところで戦術やシステムを決めることの是非に関してもやや踏み込んで議論され、人文社会科学

や自然科学の垣根を越えた知的交流の重要性を感じたセミナーであった。 
 

文責	 松島	 剛史（立命館大学産業社会学部） 
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2017年度研究委員会主催「第 2回公開セミナー」開催報告 
	 2017年 12月 1日、日本女子大学目白キャンパスにて、「2012年ロンドンオリンピックのレガシ
ー：ジェンダーの視点から」について研究セミナーが開催された。講師は、Carol Osborne （英国
リーズ・ベケット大学、元英国スポーツ史学会会長）、講演のタイトルは Looking back to look 
forwards: Women in the 2012 Olympic Games from historical perspectiveであった（参加者 26
名）。 
	 講演の要旨は以下の通り。 
	 今日、多くの女性がオリンピックに参加するようになっている。しかし、女性のオリンピックへ

の参加は長く制限されていた。周知の通り、クーベルタンは女性の参加には消極的であり、医学者

や教育者による否定的言説もあった。ヴィクトリア朝期、エドワード朝期のジェンダー・イデオロ

ギーがスポーツにも染み込んでいた。最初の画期は、1920年代にあった。1921年の Alice Milliat
（仏）、Sophie Eliott Lynn（英）による国際女性スポーツ連盟（FSFI）の設立と女子オリンピック
大会の開催（1922 年、1926 年、1930 年、1934 年）である。ただ、オリンピックという名称を巡
る争いや、アムステルダムオリンピック陸上女子 800m走での疲労困憊した姿が問題を生じさせた。
結果、女性の陸上競技（特に長距離走）には制限がかけられていった。 
	 とはいえ、オリンピック史上、注目される女性競技者が数多くいる。1948年ロンドン大会で「空
飛ぶ主婦」と呼ばれた Fanny Blankers-Koen、1976年ミュンヘン大会での Olga Korbutなどであ
る。女性らしさとアスリートとしての競技能力、この二つの間で女性アスリートはオリンピックで

表象されていく。また、1964年の東京大会は、第二派フェミニズム運動との関わりで、もう一つの
重要な画期とみなされる。 
	 2012年ロンドン大会の事例では、３人の女性が注目される。一人目は、「2012大会の顔」となっ
た、陸上競技７種競技の Jessica Ennis である。これには、二つの意味がる。一つは、大会の顔に
女性が選ばれたこと（アスリートとして表象は、もはや男性によって独占されるものではない）、も

う一つは、黒人の父親と白人母親をもつ彼女の顔が、英国の人種的多様性に対する積極的メッセー

ジとなったことである。さらに彼女は、アスリートとして（筋肉隆々たる）肉体と同時にモデルの

ような外見を有していた（女性雑誌での扱い）。二人目は、女子ボクシングで金メダルを獲得した

Nicola ‘Babyface’ Adamsである。彼女は、女性が行うべきではないとされてきたボクシング（とは
いえ女子ボクシングには長い歴史がある）を行ってきた女性であり、かつ自身が同性愛者であると

公言していた。三人目は、パラリンピックの顔となった Elie Simmonds（水泳選手）である。彼女
の活躍は、パラリンピックやスポーツへの認識を一気に変えるものであった。Jessica Ennisの事例
は、オリンピックにおける女性の進化（evolution）を示し、Nicola Adamsの事例は、従来のジェ
ンダー規範への抵抗（resistance）を示し、Jessica Ennisの事例は、オリンピック大会やスポーツ
の従来の形を変えるもの（transform）であった。全体の分析は、オリンピック大会に出場する選手
が、アスリートとして純化された競技力と、女性というジェンダーに基づく評価（フェミニズム運

動を含む）という二つによってなされ、かつ女性アスリートの経験とオリンピックでの表象、認識

の歴史的分析がなされた。 
	 質疑では、英国女性の武道系オリンピック（柔道、テコンドー）への普及・浸透度合い（女子ボ

クシングとの対比で）、身体・女性らしさにおける西洋的／東洋的な違い、大会後結婚し母となった

Jessica Ennisのアスリートとしての表象の変化・英国社会の認識の変化、「女性」というカテゴリ
ーの揺らぎ（LGBT、「多様な」女子の存在）などが議論された。時間の制約もあったが、有意義な
議論が交わされた。最後に、「2020年の顔」という課題が残された。 
 

文責	 大沼	 義彦（日本女子大学） 
◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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４．	 ISSA World Congress of Sociology of Sport, 2017, Taiwan の報告 

	

日時：2017年 5月 30日～6月 2日 
会場：National Taiwan Sport University, Taoyuan, Taiwan 

 
International Sociology of Sport Association 2017 World Congress 

 
2017年の International Sociology of Sport Association（ISSA）World Congressは、台湾の桃

園市、National Taiwan Sport University（NTSU）にて行われました。私自身は、一昨年のパリ、
昨年のブダペストに引き続き、3 年連続 3 回目の参加となりました。前回、前々回はヨーロッパで
の開催でしたが、今年は台湾での開催ということもあり、日本はもちろん、韓国や中国など、とく

に東アジアからの参加者がより多かったように感じます。 
今回のテーマとなった Reimagining Democracies and Sportのもと、3日間にわたり研究発表お

よび活発な議論が行われました。初日に行われた Keynote Lectureでは、Christopher Gaffney氏
（University of Zurich）が “Reimagining Democracies and Sport – for whom does the pendulum 
swing” と題した発表を行いました。 
 
もし人々が関心をもつことだけが私たちにとって重要だという素朴な民主的見解をとるならば、

既得権益によってしばしば偶然に、そしてしばしば意図的に教え込まれた価値を私たちは受け入れ

ていることになる。これらの価値は、人々が展開させる可能性のあった唯一の価値であることがし

ばしばである。それは、選択というよりも、無意識的に獲得された習慣である。（C. W. Mills, 1959
＝2017, 324） 
 

Gaffney氏は、今回の World Congress 2017のホームページ上でも引用された Millsの『社会学
的想像力』のこの一節を出発点として、メガ・スポーツイベントを事例としながら、スポーツと政

治の強固な結びつきについて論じました。とりわけ彼は、achievement sport が非民主的であるこ
とを前提として主張し、各国が政権の強化にスポーツの産業的な複雑さを用いるダイナミクスを提

示しました。圧倒的な権力の非対称性の目前にして、公正なスポーツのために、人々はどのように、

どの程度、スポーツに関わりうるのかという本質的な問いは、東京オリンピック・パラリンピック

を間近に控えた私たちにとって喫緊の問題として提起されたように思います。 
つづいて研究発表では、過去 2 回からの変更点として、3 人の発表者が 20 分の発表と 5 分の質

疑応答を終えたあと、フロア全体を交えた 15 分間のディスカッションが設けられました。そのた
め、セッションのテーマに即しながら各発表者に共通の論点が提示されるなど、より抽象的な議論

が精力的に行われていました。私は、生徒数の減少が進む北海道の公立高校の運動部活動について

発表を行いました。国際学会のような国外での発表のなかで、運動部活動の事例を単に「日本のユ

ニークな事例」として紹介するのではなく、そのユニークな事例を通じて国外の研究者と一般化し

た議論を行うことが、今後の国際学会における私の課題であると強く実感しました。 
	 最後に、会場となった NTSU では、実行委員会の方々が尽力されていました。私にとって NTSU
の大学院生は、昨年のブダペストでの学会以降、もっとも交流を深めた方々です。会場の入口です

ぐに声をかけてくれた彼らは、毎年 1 人で参加する私にとって本当に心強く（1 年ぶりに会う彼ら
の語学力の進歩には非常に刺激を受けます）、また国外の研究者とこうして関係を築くことができ

るという国際学会への参加の意義に改めて触れた瞬間となりました。 
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文献 
Mills, C, W., 1959, The Sociological Imagination, Oxford University Press（＝伊奈正人・中村好
孝訳、2017、『社会学的想像力』、筑摩書房） 

 
文責	 魚住	 智広（北海道大学大学院） 

 
◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 

 

５．	 関西学生フォーラムの報告 

 
	 関西学生フォーラムでは、2017年 7月 22日、今年度の第 1回目の関西学生フォーラム（於：関
西大学梅田キャンパス）を開催した。当フォーラムは若手研究者の交流と研究の促進という趣旨の

もとで運営されており、今回は 2人の若手研究者の方に研究報告をしていただいた。 
	 1 人目は王輯予氏（関西大学大学院）で、題目は「ラジオ体操から見る中国に望まれる身体」で
あった。この報告は大きく言えば「身体の政治」に属する研究であり、その目的は「ラジオ体操」

の歴史を繙くことで「身体の鍛錬」の意味の変遷を明らかにすることであった。たとえば、もとも

とは「養生」のために行われていた身体の鍛錬は、ラジオ体操の導入によって「社会主義教育の一

環」（1970 年代）という意味を帯び、その後の「改革開放政策」（1980 年代）ではその画一性に対
して大きな反発が起きた、と主張された。そして、こうした身体と政治の関連について、氏は時々

のスローガンやラジオ体操の実際の映像を分析し、根拠づけていくのである。日本人の多くは中国

のラジオ体操について多くを知らない。しかし、こうした新しい事例を繙くことで新しい知見が生

み出されていくかもしれない。そうした期待を感じさせる報告となった。 
	 2 人目は佐藤彰宣氏（立命館大学）で、題目は「『人間性』の発見とその両義性：1980 年代のス
ポーツ批評と雑誌メディア」であった。この報告は 1980年に創刊された『スポーツグラフィック・
ナンバー』に注目し、当時のスポーツ批評の特殊性を明らかにすることであった。氏によれば、『ナ

ンバー』は 2 つの点で特殊である。1 つは「テレビへの抵抗」であり、高度に記号化された「過剰
な視覚」のもとで「人間的想像力」（微妙な心の動きや駆け引き）を回復しようとする点である。し

かし、こうした「ヒューマニズム」という視角は「人間ドラマ」の消費へと結びつきやすい。そこ

で、『ナンバー』はもう一方においてスポーツに潜む「謎」に照準し、「答え」のない書き方を採っ

ている、と指摘された（もう 1つの特殊性）。要するに、『ナンバー』は単なる「人間ドラマ」では
なく「人間の謎」を擁護する雑誌なのである。「物語化」を相対化する契機としての「反物語化」の

次元。こうした指摘は極めてアクチュアルな問題提起であり、今後の発展を期待させる報告となっ

た。 
	 さて、関西学生フォーラムは、若手研究者だけでなく、研究委員の先生を含め多くの先生方のご

支援によって成り立っており、報告者は毎回貴重なアドバイスをもらうことができる。次回の関西

学生フォーラムは 2018年 1月 28日（於：関西大学梅田キャンパス）に開催する予定であり、発表
を希望される方は佐藤彰宣氏（aknbsato386@gmail.com）まで問い合わせていただきたい。なお、
今年度の学会大会における「フォーラム企画」では「近代スポーツの果て、あるいはその先を問う」

というテーマでシンポジウムを行う予定となっている。みなさまのご協力に感謝するとともに、ご

支援のほどよろしくお願いいたします。 
 

文責	 小丸	 超（龍谷大学） 
◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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６．	 関西学生フォーラムの御案内（2018 年１月２８日） 

 
関西学生フォーラム世話人	 小丸	 	 超 

水出	 幸輝 
佐藤	 彰宣 

 
2017年度第 2回関西学生フォーラム開催および報告者募集のご案内 

 
謹啓 
	 秋冷の候、皆様方におかれましてはますます御健勝のことと存じます。日頃より日本スポーツ社

会学会関西学生フォーラムの活動にご支援、ご協力をいただき感謝申し上げます。 
	 さて、日本スポーツ社会学会関西学生フォーラムでは、下記のとおり個人研究報告会を開催いた

します。ご多忙のところ恐縮ですが、お一人でも多くの皆様方にご出席いただけますと幸いです。

なお、研究報告のお申し込みにつきましては、必要事項を明記のうえ、下記問い合わせ先までメー

ルにてご連絡くださいますようお願い申し上げます。 
	 何卒、よろしくお願い申し上げます。 
 

	 敬白 
 

記 
 

日	 時：2018年 1月 28日（日）14:00～（予定） 
会	 場：関西大学梅田キャンパス（阪急梅田駅茶屋町側から徒歩 5分）

http://www.kansai-u.ac.jp/umeda/access/index.html参照 
内	 容：①個人研究報告会(1人あたり 25分報告＋15分討論を予定) 
	 	 	   ②会議（2017年度学会大会「学生フォーラム企画」の打ち合わせ等） 
	 	 	   ③懇親会 
報告申込締め切り：2017年 12月 31日（日） 
※報告希望者は「氏名・所属・演題」を明記の上、 
下記アドレスまでご連絡ください。 

問い合わせ先：aknbsato386@gmail.com（立命館大学：佐藤彰宣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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７．	 関東学生フォーラムの報告 

	 	

2017 年 7 月 30 日、日本女子大学にて 17 年度関東学生フォーラムを行いました。本フォーラム
では、A.ギデンズの『近代とはいかなる時代か？―モダニティの帰結―』を課題図書とし、世話人で
もある立教大学 D2 の中山健二郎さんから「A.ギデンズによる後期近代へのまなざしとスポーツ社
会学への援用について」というタイトルでの個人報告の後、参加者間での議論を行いました。 
本報告の目的は、後期近代、ポスト・モダンに関する社会理論からスポーツ社会学領域が何を学び、

スポーツにまつわる現代的な事象の記述にどのように活かすことができるかを検討することでし

た。その第一歩として、A.ギデンズの研究領域の把握と構造化理論の大まかな内容、そして脱埋め
込みやモダニティの帰結など各概念について詳細に報告していただきました。 
	 理論の中身について、理解を深めることだけでなく、スポーツ社会学における理論的な蓄積を改

めてレビューすること。スポーツ社会学分野の先行研究として A.ギデンズの理論がどのように扱わ
れてきているのか、きちんと確認する必要性があることなど、3 時間近くにわたり、議論は白熱し
ました。グランドセオリーは、社会の大きな流れを捕まえるのには有用であるが、そこから出発し

てしまうと、後から事象を当てはめることになる危険性があること。スポーツの細かな事象を捕ま

えていくためには、関心の対象をきちんと学習者自身のなかで特定する必要性があるのではないか、

など、各自が研究と理論との関係性についても学ぶ機会となりました。 
	 関東学生フォーラムでは、2019年 3月に行われる日本スポーツ社会学会・学生発表において、現
代のテクノロジーが生み出す超人性から改めて身体を捉えることの重要性を問い、オリパラ 2020
に向けてなどの観点も含め、障害者スポーツにテーマを絞ることを決定いたしました。今後は、よ

り具体的な事例を検討しながらフォーラムを行うこととなります。障害者スポーツの実践者にとっ

ての行為の意味や、その行為が構造にどのように再帰して変動していくのかを捉えていきたいと考

えております。また、障害者スポーツが、メディアのなかでどのように表象されているのか、され

がちであるのかについて、実際のテレビ番組を参考としながら検討する事例研究も視野に入れてお

ります。実際の身近な事例をどのように理論化していけばよいのか。その具体化と抽象化の行き来

を大切に行いながら、スポーツ社会学の学びを深める機会としていきたいと考えております。 
	 なお、次回関東学生フォーラムは、2018 年 1 月 6 日（土）15 時から、日本女子大学目白キャン
パス香雪館 3 階 香 303 教室で、開催いたします。お一人でも多くの皆様方にご出席いただけます
と幸いです。研究報告のお申し込みにつきましても、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
文責	 山本	 夏生（一橋大学大学院） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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８．	 関東学生フォーラムの御案内（2018 年１月６日） 

 
関東学生フォーラム世話人	 竹内	 秀一	  

中山	 健二郎 
山本	 夏生	  

  
関東学生フォーラムのご案内 

拝啓	  
	 晩秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。	  
	 さて、この度日本スポーツ社会学会関東学生フォーラムでは、個人研究報告会を開催する運びと

なりました。 
	 つきましては、個人研究発表者の募集をいたします。発表に関しましては、学位論文や投稿論

文、学会発表に向けた構想等、形式は問いません。各大学の枠を越えて、自身の研究に関する議論

を深め、論文執筆のための有用な情報交換の場として活用していただきたく思います。 
ご多忙のところに恐縮ではございますが、お一人でも多くの皆様方にご出席いただけますと幸いで

す。なお、研究報告のお申し込みにつきましては、必要事項を明記のうえ、下記お問い合わせ先ま

でメールにてご連絡くださいますようお願い申し上げます。	  
敬具 

 
  

記 
  

日時：2018年 1月 6日（土）15：00−18：00（予定） 
場所：日本女子大学目白キャンパス香雪館 3階 香 303教室 
交通アクセス：http://www.jwu.ac.jp/unv/access.html 
キャンパス配置図は下記をご参照ください。

http://www.jwu.ac.jp/unv/about/building/campusmap.html#anchor_01 
内容：①個人研究報告会（1人あたり 1時間程度の時間を予定） 

	 	 	 	 	 	 	 	 報告申し込み締め切りは 2017年 12月 20日（水）です 
	 	 	 	 	 	 	 ②2018年度学会大会学生フォーラム企画に関する議論ほか 
 
	 ご参加をご希望のみなさま、お手数ではございますが下記アドレスまでご一報いただければ幸い

です。また、フォーラム後はささやかではありますが懇親会を行う予定です。ご質問等お気軽にご

連絡ください。それでは、皆様のご参加をお待ちしております。 
 

問い合わせ先	 山本	 夏生（一橋大学大学院） 
E-mail：	 sd161021＠g.hit-u.ac.jp 

 
 
 
 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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９．	 編集委員会からのお知らせ 

 

『スポーツ社会学研究』投稿論文募集中 
 
2016年 4月より、『スポーツ社会学研究』への投稿は、締め切り日を廃止し、いつでも投稿できる
ように通年受付となっております。また掲載が決まった論文については J-Stageにて早期公開を行
っています。現在第 26 巻第 1 号（2018 年 3 月刊行予定）の編集を進めていますが、次の第 26 巻
第 2 号（2018 年 10 月刊行予定）に向けての投稿もお早めにご応募下さるようお願いいたします。
学会 HP の『「スポーツ社会学研究」の発行に関する規定』をご熟読の上、編集委員会

（jjosshensyu@gmail.com）まで投稿下さい。尚、投稿等に際しご質問等ございましたら、同じく
編集委員会までメールにてお問い合わせください。ご応募のほどお待ちしています。 
  

編集委員長	 橋本	 純一（信州大学） 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
 

１０．	国際交流委員会からのお知らせ 

 

国際交流委員会では、次回学会大会において、北米スポーツ社会学会（the	 North	 American	

Society	for	the	Sociology	of	Sport）をはじめ、世界的に活躍中のマイケル・アトキンソン氏を

招聘して、セッションを開催いたします。アトキンソン氏は、トライスアスロン、自転車、タトゥ

ーといったサブカルチャーをめぐる質的研究を展開されています。現在のご所属は以下になります。 
	

	 Michael	Atkinson,	PhD	

	 Professor,	Faculty	of	Kinesiology	and	Physical	Education,	University	of	Toronto	

	

	 当日はアトキンソン氏のご報告に加えて、本学会員の高尾将幸氏（東海大学）、海老島均氏（成城

大学）に指定討論者として討論に加わっていただきます。実り多き議論の場となりますよう、委員

会でも準備に励んでまいりますので、当日はなにとぞよろしくお願いいたします。	

	

＊第 27 回日本スポーツ社会学会国際交流委員会企画	

タイトル（案）：身体をめぐる質的研究“The	Body	and	Qualitative	Research”	

	 	 日時：2017 年 3 月 17 日（土）15:10〜17:10	

	 	 司会：坂なつこ（一橋大学）、鷲谷洋輔（同志社大学）	

	 	 発表者：マイケル・アトキンソン（トロント大学）	

	 	 指定討論者：高尾将幸（東海大学）、海老島均（成城大学）	

 
国際交流委員長	 石岡	 丈昇（北海道大学）	

 
 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
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１１．	電子ジャーナル委員会からのお知らせ 

 
2016 年 10 月に発行された第 24 巻第 2 号の特集論文が、発行から１年経過しましたので、アッ

プされました。特集のタイトルは「生活文化とスポーツを結ぶもの」で、西村秀樹「大相撲の文化

性を問う」、鈴木康史「明治野球の〈遊〉と〈聖〉」、清水諭「グローバリゼーションとスポーツにお

ける意味の変容」の 3つの論文が掲載されています。 
	 2018年 3月に紙媒体で発行される第 26巻第 1号に掲載予定の原著論文、笠野英弘「主体的なス
ポーツ組織論の理論構成とその意義	 －行為者の主体性との関連から－」が 2017 年 11 月 30 日に
早期公開されました（https://doi.org/10.5987/jjsss.01）。今後受理され、早期公開される論文があり
ましたら、学会メーリングリストでお知らせします。 
	 2017年 11月 25日（土）に、J-STAGEの全誌について、新画面に切替（リニューアル）が実施
されました。画面リニューアルの背景、新公開画面の詳細につきましては、以下のリリースノート

をご参照ください。 
 
<J-STAGE画面リニューアルについて> 
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/jstagenewif_releasenote.pdf 
 

電子ジャーナル委員長	 高橋	 豪仁（奈良教育大学） 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
 

１２．	2017 年度第 1 回（9 月 10 日）理事会議事録 

 
期	 日：2017年 9月 10日（日）17：00～19：10 
場	 所：静岡駅前 CSA 貸会議室「レイアップ御幸町ビル 7階 7-C」 
出席者：大沼、倉島、坂、高尾、高橋、高峰、トンプソン、西山、橋本、松尾、水上、溝口（以上、

理事）、北村（以上、監事） 
オブザーバー：渡（第 27回大会実行委員）、ライトナー（事務運営委員） 
欠席者：石岡、前田（以上、理事）、飯田（以上、監事）以上、敬称略 
 
開会に際してトンプソン会長より挨拶があった。 

 
＜審議事項＞ 
1. 2017－2018年日本スポーツ社会学会の組織体制及び運営に関する課題について 
松尾理事長より資料①を基に 2017－2018 年の組織体制及び運営に関する課題について報告があ

った。各委員会の委員ならびにその所属について、以下の点の変更が確認された。 
・編集委員として渡正会員（順天堂大学）と稲葉佳奈子会員（成蹊大学）を加える 
・高尾将幸理事の所属を東京理科大学→東海大学に変更 
・国際交流委員の WG メンバーである鷲谷洋輔会員（トロント大学大学院）が同志社大学に赴任
されたため、正式に委員となる 
その他の課題として、水上委員より、日本体育学会の専門領域会議で 2020 年の 3 月に国際学会

の開催が予定されていることが報告され、それによって毎年 3月に開催される日本スポーツ社会学



 

15 
 

会の 2020 年開催について今後どのように対応するかを考える必要があることが指摘され、今後検
討をしていくことが確認された。 
 
2. 各委員会の引継ぎおよび事業進捗状況 
高峰事務局長より資料②に基づき、各委員会の引継ぎが進められたことが報告された。さらに②

-１、②-２に基づき、各委員会より事業進捗状況について報告があった。 
 
【編集委員会】 
補正予算に関して、橋本委員長より資料④に基づき説明があった。諸規程の改定のための会議が

必要であること、新体制で関西の委員が 2名となったことから、75,000円の予算増額の要望があっ
た。 
 
【研究委員会】 
倉島委員長より今後の研究テーマ及び予定について報告があった。その中で、今まで会員向けの

シンポジウムだったものをこれからもっと幅広く行うために「公開セミナー」に名称変更をするこ

とが確認され、2017 年 10 月に第 1 回と同年 12 月に第 2 回が予定されていることが合わせて報告
された。さらに、学会大会における英語発表について以下のような提案があり、承認された。 
・基本的に英語の発表を受け付ける 
・その旨を発表申込要領に明記する 
・英語の発表申込であっても研究委員会が審査して発表の可否を決める 
・発表の部会については英語発表をまとめるのではなく、内容に基づき編成する 
・座長については、内容的に適した候補者を複数あげ、英語発表であることを含めて依頼し、全員

に断られた場合は語学力を重視して候補者を選ぶ 
・司会の際に用いる言語は座長に一任するが、必要に応じて日本語と英語を併用することを求める 
なお、日本社会学会を参考にして審査の判断基準を示すことにする。英語発表に限らず審査の結

果不採択となった申し込みについては個別に連絡し、採択された申し込みは一括して大会 HP にて
公開する。以上のことについては第 27回大会から対応する。 
 
【国際交流委員会】 
石岡委員長が欠席のため、坂委員より資料②の通り今年度の活動計画及び 2年間の展望について

報告があった。 
【広報委員会】 
水上委員長より資料②-１に基づき報告があった。その中で、創刊 25周年記念誌「学会略史年表」

の HP記載が提案され、承認された。2017年 3月理事会議事録に記載されている、他の委員会との
連携や電子ジャーナルの在り方の検討、HP の委託管理に関する見直しについては、引継ぎはまだ
終了していない状況であり、今後検討をしていくことが報告された。 
 
【電子ジャーナル委員会】 
高橋委員長より資料②-２に基づき J-Stageアクセス統計と検索論文について報告があった。 

 
3. 第 26回学会大会（信州大学）会計について 
橋本委員長より資料③を基に日本スポーツ社会学会第 26回大会（信州大学）の会計報告があり、

以下の点について議論した。 
・学会大会の会計報告についても本来は監査が必要なので、第 27 回大会から監査を受けることに
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する 
・学会大会における残金について、第 26回大会に関しては実行委員会の判断に一任し、第 27回大
会からは学会の本会計に戻すことになった。 
	 最終的に、第 26回大会会計報告は承認された。 
 
4. 2017年補正予算について 
高峰委員より資料④を基に、補正予算について報告があった。編集委員会の支出金額を 1,715,000

円、予備費の金額を 205,026円に変更した総額 3,332,006円の補正予算が承認された。 
なお、会計年度は 1月～12月、事業年度は 4月～翌年 3月までとなっていることが確認された。 

 
5. 2018年予算（案）について 
高峰委員より資料⑤を基に、2018 年の予算（案）について報告があった。2017 年の決算がまだ

出ていないため、2016年の決算をベースにしているとの説明があった。年内収支において過去 2年
間の予算、決算がマイナスとなっているため、財政の立て直しが必要であることが指摘された。そ

の他、以下のような意見交換が行われた。 
・国際交流員会の支出の 2017 年補正予算には、韓国との交流のため委員長が韓国を訪問する費用
が含まれており、通常より多い金額である。 
・収入の部で、予備費及び繰越金が大幅に減っており、今後どのように対応していくかが課題であ

る。 
 
編集委員会の予算の削減について提案があり、以下の点について議論された。 

・J-Stageの早期公開があるため、冊子は早期公開でなくてもいいのではないか 
・2号体制を続けながら、2冊の発送を同時期にすることによっての経費削減が可能かもしれない 
・紙等の質を落として経費を削減してはどうか 
→一般販売も行っているため質は保つべき 
→毎年の一般販売の売り上げを確認してコストと合わせて検討していく 
・1号体制から 2号体制になったから、会費の値上げをしてもいいのでは 
・2号体制からまた 1号体制にすると、ブランド力の低下につながるのでは 

 
2017 年の決算がまだ出ていないため、削減可能なところ等は決められないという意見が出され、

現時点での各委員会の中間決算を行うことになった 
 
6. 学生研究奨励賞の新設について 
松尾理事長より資料⑥と⑥-１、⑥-２を基に、学生研究奨励賞の新設の提案があり、そのための規

程類について詳細な説明がなされた。スケジュールとしては本理事会において意見交換、2018年 3
月の理事会で決定し総会にかけるという段取りの説明がなされた。議論の中で、以下のような意見

や課題が挙げられた。 
・現状では学生による年間論文数が少ない（1本程度） 
・研究助成をすることによって論文投稿を促してはどうか 
→予算の問題がある 
・発表部門に関する審査に課題がある 
・理事会・総会・受賞発表の準備を考えたうえで学会大会における発表スケジュールを検討する必

要がある 
・新設までのスケジュールや手続きについても検討する必要がある 
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以上の議論の結果、新設する方向で今後様々な課題等について検討していくことが承認された。

書面会議も含め、次回の理事会までに修正や検討を進めることになった。 
 
7. 諸規程類の改定について 

・会則（資料⑦-1） 
・役員選出細則（⑦-2） 
・倫理規程（⑦-3） 
・倫理委員会細則（⑦-4） 
・理事会運営規程（⑦-5） 
・「スポーツ社会学研究」の発行に関する諸規程（⑦-6） 
・広報委員会規程（⑦-7） 
・電子ジャーナル委員会規程（⑦-8） 
・「スポーツ社会学研究」（電子ジャーナル）発行に関する規程（⑦-9） 
高峰委員より、以上の諸規程類の改定について、それぞれの資料を基に、文言の修正や統一、付

け加えた部分及び漢字の変更等に関して報告があり、各資料を確認した後に承認が得られた。修正

等が必要な部分については以下のとおりである。 
・資料⑦-３、2ページ目、（改廃）第 12条（誤）→	 第 14条（正） 
・資料⑦-６、J-Stageの表記統一 
・会則第 15条 3により、資料⑦-5「理事会運営規程」、⑦-6「編集委員会規程」、⑦-7「広報委員会
規程」、資料⑦-8「電子ジャーナル委員会規程」、⑦-9「電子ジャーナル発行に関する規程」は「規
程」ではなく「細則」とする 

 
「規程」は総会における審議が、「細則」は報告が必要であること、また「規程」は学会 HPにて

公開することが確認された。 
 
8. 研究委員会規定（案）について 
高峰委員より、資料⑧「研究委員会規程（案）」が総会の承認を得ているか不明なため、次回総会

に諮ることが提案され承認された。なお資料⑧も「細則」として扱うことになる。 
 

9. 第 27回学会（順天堂大学）大会について 
オブザーバー参加である第 27回大会実行委員の渡会員より、学会大会の実施要項（案）（資料⑨）

について説明があった。「４．日程」について、西山委員よりそれぞれのプログラムの間に移動等の

ため休憩の時間を入れる必要があるという指摘があった。水上委員より「６．大会参加申し込み」

について、ゆうちょ銀行の参加費振込先の「店名」を確認する必要があるという指摘があった。 
 
10. 入退会会員について 
高尾委員より資料⑩を基に入退会会員の状況について報告があり、審議の結果、承認された。 

 
11. その他 
特になし 

 
＜報告事項＞ 
1. 日本スポーツ体育健康科学学術連合について 
松尾理事長より資料⑪に基づき、日本スポーツ体育健康科学学術連合の総会、2019年に予定され
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ている国際学会、補助金について報告ならびに説明があった。本学会は 2015～2017 年度にかけて
学術連合の運営委員であり、会長が正式委員、理事長が代理委員を担当した。 
 
2. その他 
特になし 

 
以上 

 
◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 

 

１３．2017 年度の予算案 

 
2017年度補正予算について 
 
	 2017 年 3 月に開かれました 2016 年度総会におきまして、本学会の 2017 年予算が承認されまし
た。同時に第 14期役員のもとで各委員会の活動も始まりました。理事会では各委員会に、年間活動
計画の確認、ならびに予算の追加等の必要性についての検討を要請し、寄せられた要望について審

議いたしました。その結果、9 月に開かれました理事会におきまして以下の補正予算を承認いたし
ましたので、会員の皆様にお知らせいたします。 
なお、この補正予算につきましては 2018 年 3 月に開催予定の 2017 年度総会にて審議していただ
き、その後、2017 年の決算についてご確認いただくという手順で進めさせていただきたく存じま
す。 
以上のような手続きは、今後も役員が入れ替わる年度には必要になるかと考えております。会員の

皆様のご意見も伺いながら進めていきたいと存じますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上

げます。 
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事務局長	 高峰	 修（明治大学） 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
 

１４．事務局からのお願い 

 
今年度年会費をまだ納めていただいていない方が数多くいらっしゃいます。毎年度の事業計画は

会員の方々の年会費に基づいて立てており、現状では学会事業の遂行に支障を来す可能性がありま

す。まだ今年度年会費の振込みを済ませていない方は、早急にご入金いただけますようお願い申し

上げます。 
なお、事務局作業のスリム化のために、振込用紙の再発行はしておりません。振込用紙が見当たら

ない方は、恐縮ですが郵便局備え付けの青線の振込用紙をお使いいただけますようお願い申し上げ

ます。 
 
 
［年度会費額］ 
正会員	 ７，０００円（年）	 ／学生会員	 ４，０００円（年） 

＜一般会計＞

収入の部
項目 補正予算 総会承認予算 備考

当年度会費 1,736,000 1,736,000
160,000 160,000

他年度会費

研究誌販売 140,000 140,000
補助金等
広告費収入 24,000 24,000
その他

繰越金 1,272,006 1,272,006
合計 3,332,006 3,332,006

支出の部
項目 金額 金額 備考

編集委員会 1,715,000 1,640,000 対面会議1回分の交通費増額

研究委員会 200,000 200,000
国際交流委員会 250,000 250,000
広報委員会 120,000 120,000
学会大会経費 200,000 200,000
25周年記念誌委員会 100,000 100,000
電子ジャーナル委員会 97,980 97,980
理事会経費 120,000 120,000
通信費 200,000 200,000
事務局経費 114,600 114,600
ドメイン使用料 5,400 5,400
振込手数料 4,000 4,000

予備費 205,026 280,026

合計 3,332,006 3,332,006

＜特別会計＞ 720,125

　　　　　2017年　日本スポーツ社会学会　予算書
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［郵便口座］ 
・口座番号：	 ００３９０−０−４３９６２ 
・加入者名：	 日本スポーツ社会学会 
［ゆうちょ銀行口座］ 
・店名：	 ０三九（ゼロサンキュウ）店 
・預金種目：	 当座預金 
・口座番号：	 ００４３９６２ 
 
異動等で連絡先・住所等の変更がありましたら、速やかに事務局までご連絡をいただけ ますようお
願い申し上げます。	  
 

〒168-8555	 東京都杉並区永福 1-9-1 
明治大学政治経済学部	 高峰研究室内 
事務局アドレス	 jsssjimukyoku@gmail.com 

 
事務局長 高峰	 修（明治大学） 

 
◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 

 

１５．編集後記 

	 日本スポーツ社会学会会報第 70 号が完成いたしましたのでお届けいたします。	

今号では、3 月に予定されております今年度の学会大会情報、各委員会からのお知らせに加えて、台湾

で開催された ISSA	2017	World	congress のご報告、さらに第 1 回目の関東・関西各学生フォーラムのご

報告、ならびに年明けに予定されている第 2 回目の各フォーラムへのご案内について情報提供をいただ

きました。ご執筆いただいた先生方に、厚くお礼申し上げます。	

広報委員会では、本報が学会員の皆様の研究活動の促進、また会員相互の研究交流に有意義な情報提供

の場となることを願っております。海外研究通信、海外学会報告、研究会情報、研究活動通信等の情報

をお持ちの先生方は、広報委員会（doc@jsss.jp	）までお寄せいただければ幸いです。どうぞ宜しくお

願い申し上げます。	

広報委員	 大隈	 節子（三重大学） 
 

◇	 	 	 	 	 ◆	 	 	 	 	 ◇ 
 

 


